
「来年も開催してほしい！」
ハロウィンパーティは大盛況

（岸和田市職労青年部）

　10月27日に岸和田市内の「すいか」で青年部主催の
ハロウィンパーティを行いました。
　会場の壁や柱にはコウモリ、カボチャ、幽霊、クモ
など、青年部員による手作りの装飾が施され、ハロウ
ィンの雰囲気一色となりました。
　コウモリ型のティッシュペーパーをチームでリレー
する〝コウモリ運びゲーム〟や、トイレットペーパー
でミイラを作る〝ミイラ作りゲーム〟では青年部員が
職種・職場をこえて交流を深めることができました。 　当日参加した青年部員からは、「楽しかったので、

来年も開催して欲しい」「職場での悩みを同世代の人
に相談できてよかった」等の声が寄せられました。
　今年が初の試みとなったハロウィンパーティでした
が、スタートからラストまで大盛況のイベントとなり
ました。

人生の
転機で「必要な保障」も変わる
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ヒント：職場や地域の労働組合の姿をみせて…
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「
解
答
」「
所
属
組
合
名
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て
、
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仲
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０
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９月号の解答
「ミライツクル　　
ホイクシヨメイ」

12月号･１月号は合併号として12月号･１月号は合併号として
１月15日に発行します１月15日に発行します

■
総
選
挙
は
残
念
な
結
果
に
な
っ
た
け
れ
ど
「
憲

法
９
条
」
を
守
る
運
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憲
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■
今
回
の
選
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、
台
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ド
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ピ
シ
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な
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簡
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。
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東
京
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よ
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吹
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。
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。
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■
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■
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作
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が
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。
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もしもの時には「セット共済」と「貯蓄」で
　人生には、お金を貯めやすい「貯
めどき」と何かと出費がかさむ「使
いどき」があります。
　貯めどきの１番目は、シングルの
時期。賃金が低くても貯蓄の習慣を
身につけましょう。２番目は共働き
の時期。３番目は子どもが中学に進
学するまで。そして貯めどきのラス
トチャンスは子どもが独立した時と
一般的に言われています。
　使い時は、子どもが高校から大学
の時。何かと出費がかさみます。ま
た、退職後は貯蓄を取り崩しながら
生活するので使いどきになります。
　定年の頃に子どもが独立していな
い場合、働き続けることが一番です。

　結婚した、子どもが生まれた、住宅を購入した、子どもが独立したな
ど人生の転機は保障を見直すタイミングです。一般的には子どもが生ま
れた時が「必要な保障」が最大となり、成長と共に次第に減ります。ま
た、住宅購入時は「団体信用生命保険」に加入するので、死亡保障は減
らせます。掛金の安い「セット共済」に加入して無駄なく備え、労金の
財形など、何にでも使える貯蓄を増やしましょう。この機会にご自身の
保障を見直して「セット共済」にぜひご加入ください。

〈保障を見直すタイミング〉
保障を増やす
タイミング

保障を減らす
タイミング

保障を減らす
タイミング死

亡
保
障
の
必
要
額

結婚 出産 住宅購入 子どもの独立

人生の貯めどき・使いどき

人生のイベントに
あわせて

保障の見直しを！


